
　（別紙４（２）） 事業所名グループホーム谷崎

目標達成計画 作成日：　平成　　２９　年　３　　月　３１　　日

優先
順位

項目
番号

現状における問題点、課題 目標 目標達成に向けた具体的な取り組み内容
目標達成に
要する期間

1 43

・異食行為をする利用者が数名いる
・収集癖のある利用者がいる
・トイレなどの汚染が多い。その都度きれいにす
るよう指示をしている。

・異食事故がないようにする。
・トイレ内を今より美しく、使いやすくする。

・口に入れてはいけない物を利用者の手が届く
所に置かない。
・汚染をきれいにする為の道具がたくさんある
ので、機能的で且つきれいに整理する工夫を
行なう。

１ヶ月

2 33

・痰吸引の研修修了者がいない。
・全員の利用者の終末期についての希望を確
認していない。

・訪問看護との連携契約をする。
・痰吸引の研修を修了する。
・終末期について、本人、御家族と具体的に
話し合う。

・終末期に向けて訪問看護、医師との連携体制
を構築する。
・事業者内でも痰吸引の研修を実践する。 １２ヶ月

3 35

・日中の訓練しか行っていない。
・夜勤職員の訓練参加があまりない。
・地域との合同訓練をよりリアルに行いたいと
思っている。

・区長さんなどと相談すながら地域と一緒に
訓練を行なう。
・夜勤者への研修機会を作る。

・運営推進会議の時、区の行事の時等災害に
ついての話し合いを具体化する。
・夜勤者のスケジュールの調整を行なう。 ６ヶ月

4 49

・訪問する人はだいたい同じ人ばかりである。
・外出する際に人手が足りない。
・小学校との交流はほとんどない。

・外出行事を最低あと一つは増やす。
・訪問してもらう人、団体を探して実践する。

・既にボランティアに来てくださっている方々や
知人に新しいボランティアの方などいないか尋
ねてみる・
・小学校との交流を試みる。

６ヶ月

5 ヶ月

注）項目の欄については、自己評価項目の№を記入して下さい。項目数が足りない場合は、行を挿入してください。

【目標達成計画】　

目標達成計画は、自己評価及び外部評価結果をもとに職員一同で次のステップへ向けて取り組む目標について話し合います。
目標が一つも無かったり、逆に目標をたくさん掲げすぎて課題が焦点化できなくならないよう、事業所の現在のレベルに合わせた目標水準を考えながら、優先して取り組む具
体的な計画を記入します。


